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「超海王星」時　代
言　頭　巻一
　超海王星が登見された．時代は叢に一新時機を劃して，今や
吾々は超海王星時代に入つtzのである・
　超海王星の登戸を待つ吾々は實に永く待ちくたびれかけてみ
ずこ．そして，最近にはヰリアム・ピケリング氏等の新研究が登表
されすごにか5はらす，もはや『此の星は登見されないのか！？21
ごさへ思はれすご・況んや，今から十五年前に出版され紀ロ1エ
ノレの論文なごは，學界の大部分から忘れられて了つtzかの戚が
あったこ言って好い・しかるに，去る三月十三ff（かの天王星
の登見によって永久に紀念される三月十三日）に，米國よりの
飛電は，全世界の影野一般を驚かせた．そして，人々をして今更
の如く，故ロ1エノ・・　tl　＃．の學業，フラグスタフ天文毫の後縫者
すこちこ彼等の忍耐ご努力ごに讃嘆の聲を放たしめすには遣かな
かつずこ．
　超海王星の登見は，其れ自体，既に驚天勤地の大事件である
が，同時に叉，吾人は此の事件ご關連して，入十幾年前のかの
海王星の＆見當時をしのび，更に其の以前にまでも遡って，天
王星の登見事情にも思ひを馳せるこごを強ひられる・尤も，古
1es 『超　海　王　星』　時　　代
代人tzちが夢想だにしなかつte「大遊星の登見」の此の三つの
うち，天王星の場合は，それが徹頭徹尾偶然の成功であっtこが故
に，多少趣きを異にするものであるが，之れに反し，海王星こ
わが超海王星この場合は，純粋な敷理學の指導によつて「望遠
鏡後」の人々が導かれセ成功であるが故に，共に，特別な意味
に於いて吾入を喜ばしめる・殊に，二つilrも，專ら天王星の響
動を論擦ごし把のであるが，海王星の場合に研究材料こしナこの
は角度百三十秒にも垂んこする天王星囁動であっtzのに謝し，
こんこの超海王星は，僅々二三秒の天王星撮動によって，平物
されたのであって，其の鮮やかなる成功は，さすがに，第十九
世紀に封ずる第二十世紀の優越さを誇らしく威せしめるに足る・
　天王星登見の1781年ご，海王星登見の1846年ごが共に声価の
新時機を劃した如く，今1930年は，超海王星の名ご共に，入類
の歴史を飾る一新時機Sして記念されるであらう・今までの時
代を「超海王星以前の時代」ざ呼び，今後を，誇らしくも「超海
王星の時代」ご唱へて，吾れ人平に，ひろがり行く太陽系の萬
歳を，聲高く叫びアこい心地もする・
　超海王星の登見によって，學界に今や多くの問題は提出され
tz・先づ，この新遊星の軌道は果して如何ほごまでロ1エノレの
二言’Le合致するものであるか？　i欠に，其の僧体の形状は？
直径は？　質量：は？　更：に，其の衛星の存否は如何？　其の光
度の微弱なるは何故か？　アノソベ1ドは？　雰圃氣は？　叉，
JLEの新星によって雪下を繰b返すべく鯨平なくされるかのボ1
デの法則は？　叉，ラプラス乃至ジ1ンス氏等の太陽系進化論
は如何に改造さるべきか？一一此等の諸問題は時代の新味を以
って吾入の頭上に迫りつSあるを畳える・
